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ふれあい情報 
 2015年 10月 27日（火） 第 219号 

退
職
者
連
合
が
税
制
改
正
で
民
主
党
に
要
請 

民主党・厚生労働部門会議ヒヤリング 

次
年
度
の
税
制
改
正
要
望
に
関
す
る
民
主
党
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
、
十

月
二
三
日(

金)

午
後
一
時
か
ら
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
・
民
主
党
政
策

調
査
会
会
議
室
で
行
わ
れ
、
退
職
者
連
合
の
阿
部
保
吉
会
長
、
菅
井
義

夫
事
務
局
長
、
野
田
那
智
子
副
事
務
局
長
の
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

民
主
党
か
ら
は
、
厚
生
労
働
部
門
会
議
の
座
長
・
山
井
和
則
衆
議
院
議

員
を
は
じ
め
津
田
弥
太
郎
参
議
院
議
員
、
牧
山
ひ
ろ
え
参
議
院
議
員
、

松
原
仁
衆
議
院
議
員
、
秘
書
な
ど
多
数
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

▲山井和則座長に要請書を手渡す退職者連合の阿部会長。右は菅井事

務局長。（10月23日衆議院第2議員会館） 

左は津田参議院議員（10月23日午後13時、衆議院第2議員会館） 

 

▲ヒヤリングでは退職者連合と民主党の間で熱心なやりとりが行われた。左

から民主党の松原仁衆議院議員、山井和則衆議院議員、津田弥太郎参議院

議員、牧山ひろえ参議院議員。右は退職者連合。 

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
冒
頭
、
阿
部

会
長
が
退
職
者
連
合
の
税
制

改
正
等
に
関
す
る
要
望
書
を

民
主
党
「
次
ぎ
の
内
閣
」
ネ
ク

ス
ト
厚
生
労
働
大
臣
・
山
井
和

則
衆
議
院
議
員
に
手
渡
し
ま

し
た
。 

続
い
て
行
わ
れ
た
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
で
は
菅
井
事
務
局
長
が
、

二
○
○
五
年
に
廃
止
さ
れ
た

公
的
年
金
等
控
除
の
最
低
補

償
額
一
四
○
万
円
と
老
年
者

控
除
五
○
万
円
の
復
元
を
求

め
る
と
同
時
に
年
金
課
税
強

化
は
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
を

要
望
し
ま
し
た
。
と
く
に
菅
井

事
務
局
長
は
消
費
税
増
税
分

に
つ
い
て
ふ
れ
、「（
税
と
社
会

保
障
制
度
の
一
体
改
革
に
つ

い
て
の
）
三
党
合
意
に
基
づ
い

て
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
強
調
し
、「
二
○
一
五
年
四

月
か
ら
法
人
税
実
行
税
率
標

準
を
三
・
二
九
％
引
き
下
げ

る
。
さ
ら
に
一
六
年
度
三
一
・

三
三
％
に
引
き
下
げ
る
な
ど
、

ど
ん
ど
ん
引
き
下
げ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
で

は
、
消
費
税
が
代
替
財
源
に
さ

れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
拭

え
な
い
。
公
共
投
資
や
、
法
人

税
引
き
下
げ
の
肩
代
わ
り
財

源
に
し
な
い
こ
と
。
合
わ
せ

て
、
法
人
税
減
税
は
辞
め
て
ほ

し
い
。
ま
た
復
興
特
別
法
人
税

を
復
活
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く

注
文
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
民
主
党
側

か
ら
は
「
社
会
保
障
の
充
実
に

ど
れ
だ
け
使
わ
れ
る
の
か
が

重
要
だ
。
し
か
し
消
費
税
の
増

税
分
が
充
実
分
に
使
わ
れ
て

い
な
い
。
我
々
は
充
実
に
も
っ
と
使
え

と
政
府
を
攻
め
て
い
き
た
い
」（
津
田

議
員
）
と
の
積
極
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ

ま
し
た
。 

 

最
後
に
阿
部
保
吉
会
長
が
「（
退
職

者
連
合
の
政
策
要
求
が
）
ひ
と
つ
で
も

厚
生
労
働
省
の
（
財
務
省
に
予
算
要
求

す
る
際
に
提
出
す
る
）
要
望
事
項
の
中

に
出
る
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
」
と
民
主
党
の
奮
闘
を
期
待
し
ま

し
た
。 

 

「
社
会
保
障
の
充
実
に
も
っ
と
使
え
と
政
府
を
攻
め
て
い
く
」 

（
津
田
参
議
院
議
員
） 

 

阿
部
会
長
、
民
主
党
の 

奮
闘
を
期
待 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

連合事務局全体会議に参加、事務局相互の連携強化へ 

 

被害にあったり、困ったりしたら･･･。ひとりで悩まず、まずご相談を！ 

●訪問販売・電話勧誘販売・通信販売・その他、新手の商法などで 

「本当は契約したくなかったのに、しつこい勧誘で契約してしまった」とか・・ 

●「何度断っても同じ内容の電話がかかってきて困った」など・・ 

「高齢者・障がい者消費者トラブルなんでも 110番」 

＜相談受付日＞ 2015年 11月 7日（土）・8日（日）午前 10時～午後4時まで 

＜相談受付の電話番号＞ ○東京 ☎03-3400-1103   
○大阪 ☎06-4790-8110 

 

主催団体：ＮＡＣＳ（日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会） 

 

退職者連合も悪質商法の撲滅へ！ 

新聞、工事・建築、ふとん類などの訪問販売、電話勧誘販売等で私たち高齢者を狙った悪質商法が急増し、

大きな社会問題となっています。退職者連合では、こうした悪質商法を撲滅するために「ストップ!迷惑勧誘

運動」を取り組む全国消費者団体連絡会（全国消団連）や日弁連とともに一緒に運動をすすめています。 

 

10月 19日、菅井事務局長など全員で 

 退職者連合は、様々な運動の推進にあ

たって連合事務局との日常的な連携をはか

っています。この現退一致の関係をさらに

強めるため、連合が毎月１回開催している

事務局全体会議に参加することになりまし

た。10 月 19 日（月）午後１時から開かれた

事務局全体会議には、菅井義夫事務局長、

野田那智子副事務局長、林道寛副事務局

長、高柳京子部長の４名が退職者連合とし

て初めて参加しました。 

 

連合の事務局全体会議は、専従

役員・プロパー・派遣者など連合

事務局の全員が参加して開かれて

おり、その時々の情勢や重要な運

動課題、政治課題などについて会

長や事務局長がその考えを明らか

にしたり、事務局運営に関わるこ

となどを全体で確認したりしてい

ます。 

退職者連合では、この事務局全

体会議への退職者連合事務局の参

加を申し入れていましたが、この

ほど連合から了解をいただいた

ものです。今後、連合事務局全体

会議には、毎回参加することにな

ります。 

 この日の事務局全体会議は、10

月6日～7日の連合第14回定期大

会後、2回目の開催でしたが、前

回は顔合わせとして 30 分程度で

終了したため、実質的には第 1回

目となります。冒頭、逢見直人新

事務局長があいさつ。2016年春季

生活闘争（春闘）にふれ「マスコ

ミなどがすぐ数字を聞きたがる

が、数字の議論だけではダメだ。

非正規を含めてすべての労働者の

生活の底上げに向けて闘っていく

ことを連合全体で共有していきた

い」と決意を述べました。また秋

の臨時国会について「政府は説明

責任があり、総理は所信表明すべ

きだ」と開催を求めました。事務

局運営について逢見事務局長は

「皆さんとしっかりコミュニケー

ションをはかって行きたい」と述

べました。 

 

▲初めて参加した退職者連合事務局（右から菅井事務局長、野田副事

務局長。写真中は、あいさつする逢見直人事務局長） 

 


